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３月定例議会で決まったこと（３/１～３/25）
３月定例議会では、令和４年度一般会計予算など31件の議案（委員会提出分を含む）を原案可決し、

１件の決議を決定しました。また、５件の報告を受けました。
一般質問では３日間で関連質問を含む14名が登壇し、新型コロナウイルス感染症対策、スマートシティ

構想等多岐にわたり、活発な議論が交わされました。

議　案　名 結 果
令和４年度延岡市一般会計予算　ほか６件 原案可決

延岡市長の内部組織の設置及び分掌事務に関する条例の一部改正 原案可決

延岡市過疎地域持続的発展支援基金条例の制定 原案可決

延岡市個人情報保護条例の一部改正 原案可決

延岡市一般職職員給与条例の一部改正 原案可決

延岡市職員の育児休業等に関する条例の一部改正 原案可決

延岡市消防団条例の一部改正 原案可決

延岡市火災予防条例の一部改正 原案可決

延岡市森林総合利用促進施設鹿川キャンプ場条例の一部改正 原案可決

延岡市浜木綿村条例の一部改正 原案可決

延岡市須美江家族旅行村条例の一部改正 原案可決

延岡市山村定住住宅条例の一部改正 原案可決

延岡市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正 原案可決

延岡市国民健康保険税条例の一部改正 原案可決

延岡市まちなか子育て交流広場条例の一部改正 原案可決

指定管理者の指定（延岡城・内藤記念博物館） 原案可決

専決処分の承認（令和３年度延岡市一般会計補正予算） 承　　認

令和３年度延岡市一般会計補正予算　ほか５件 原案可決

令和４年度延岡市一般会計補正予算（第１号補正） 原案可決

副市長の選任（山本 一丸 氏） 原案同意

人権擁護委員候補者の推薦（林田 玲子 氏） 原案同意

人権擁護委員候補者の推薦（酒井 康行 氏） 原案同意

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議 原案決定

延岡市議会委員会条例の一部改正 原案可決

報　告　案　件
専決処分の報告（車両損傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）　ほか１件

専決処分の報告（物損事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）　ほか１件

専決処分の報告（負傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）
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■令和４年度当初予算をチェック■
令和４年度各会計予算は、３月定例議会において、「一般会計」、「国民健康保険特別会計」、「食肉セン

ター特別会計」、「介護保険特別会計」、「水道事業会計」、「下水道事業会計」については全員異議なく、「後
期高齢者医療特別会計」については賛成多数で可決しました。

これらの予算は、議長を除く全議員で構成する予算審査特別委員会を設置し、審査を行いました。
下記に質疑・応答の一部を掲載します。

第
１
分
科
会

総
務
政
策
委
員
会

【まちなかバス新路線ＤＸ実証事業】　《予算額：208万２千円》
市街地東西部に存在する交通空白地等において、地域の移動のニーズを把握し、必要な交通路線

を構築するため、新路線の実証運行を行う。

問：市街地東西部のどの地域で実証事業を行うのか。

答：地域の選定については、令和４年度に行う予定である。バス停から500m以上の距離がある
との概念で、交通空白地域を規定しているが、地域内である程度の日常生活が完結できる地
域もあるため、詳細を検討していく必要がある。

第
２
分
科
会

産
業
建
設
委
員
会

【道路冠水監視カメラ設置事業】　《予算額：300万円》
アンダーパス（JRガード下）に監視カメラを設置することにより、夜間や休日であっても、

担当職員の携帯端末で水位等の状況を確認できることで、現場に出向く判断が容易にでき、確実
で、迅速な対応を図る。

問：冠水常襲地区への監視カメラ設置について、今後さらに設置箇所を拡充していく考えはあるか。

答：本事業による２地区への設置の成果を見ていく中で、例えば、川原崎町や北川町曽立地区など、
他の冠水常襲地区についても将来的には監視カメラの設置を検討していく。

【上水道安全対策事業出資金】《予算額：8,290万円》
問：今年度末時点の一般会計出資債の累計額について伺いたい。

答：今年度末時点で２億5,510万円を見込んでおり、さらに令和４年度当初予算を含めると、
３億3,800万円となる見込みである。

問：将来的に一般会計が負担する元利償還金を伺いたい。

答：一般会計出資債の累計額の３億3,800万円のうち半分は地方交付税として交付されるため、
一般会計の負担は１億6,900万円となる。

第
３
分
科
会

厚
生
教
育
委
員
会

【学校施設のバリアフリー化改修に関する事業】
《予算額：小学校費 2,899万４千円、中学校費 855万円》
問：今回、小学校で３校、中学校で１校の多目的トイレの改修を予定しているが、今後どのよう
にバリアフリー化を進めていくのか。

答：基本的に、令和７年度までに全小中学校に、多目的トイレを設置したいと考えており、毎年
４校から５校程度で改修を実施したい。

会　計　別 令和４年度当初予算 令和３年度当初予算 前年度伸率
一 般 会 計 628億1,864万８千円 632億4,600万円 △0.7％

特別
会計

国民健康保険 137億7,202万２千円 138億3,173万５千円 △0.4％
食肉センター 10万円 10万円 ０％
介 護 保 険 144億8,494万８千円 144億5,947万９千円 0.2％
後期高齢者医療 16億6,001万５千円 17億6,726万４千円 △6.1％

企業
会計

水 道 事 業 39億7,801万２千円 39億9,036万７千円 △0.3％
下 水 道 事 業 74億2,495万円 70億159万３千円 6.0％
合　　　計 1,041億3,869万５千円 1,042億9,653万８千円 △0.2％
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延岡市消防団条例の一部改正（総務政策委員会）
総務省消防庁が、消防団員の出動報酬の創設や、年額報酬及び出動報酬の基準の策定等、消防団員の

処遇の改善に向けて取り組むべき事項を示したことから、本市においても消防団員の処遇改善について検討
を行い、消防団組織との協議の結果、国の基準に準じて出動報酬を創設し、年額報酬を引き上げる。

問：報酬の支給についての周知広報はどのように行っているのか。

答：来年度は、消防団募集のチラシを作成する予定としており、チラシに報酬支給のことを盛り込むなど、  
周知広報を図っていく。

問：働きながら消防団活動をしている人がほとんどであり、企業の協力や理解を得ることも必要にな
るが、どのようにアプローチを行っているのか。

答：消防団活動に協力する事業所を顕彰する消防団協力事業所表示制度があり、現在の７事業所に加え、 
２事業所を新たに認定する予定としている。消防団への協力が、地域貢献として企業にもメリット
が得られるように取り組んでいきたい。

１月28日に第19回臨時議会が行われ、２件の議
案の審議を行い、１件の報告を受けました。

補正予算については、「まん延防止等重点措置」
の区域指定の影響を受ける市内の事業者を支援す
るための「感染急増対応緊急支援金」の支給や、学
校や保育園の休業・休園等が続く中、子どもの居場

所が確保できるファミリーサポートサービスの保
護者負担を無料とする事業などが審議されました。

２月９日に第20回臨時議会が行われ、２件の議案の
審議を行いました。

補正予算については、子育て・教育・福祉・介護等の分
野の事業所等に対し、抗原定性検査キットの配付やＰ
ＣＲ検査費用の一部補助等を行う費用や、自宅療養者

に対して乳児用ミルクやおむつなどの食料品、日
用品を配送するほか、「なんでも総合相談センター」
に専門家を配置する事業などが審議されました。

４月５日に第22回臨時議会が行われ、２件の議案
の審議を行いました。

補正予算については、「デジタル田園都市国家構
想推進交付金」を活用した事業や、「地域新電力会社

創業事業計画に関する事業環境等確認調査事業」
などが審議されました。

３月定例議会の主な議案の委員会審査報告

故 櫻
さくらい

井　哲
て つ お

雄 氏を悼む

元延岡市長の櫻井哲雄氏が去る12月３日、86歳でご逝去されました。
市議会では、３月１日の本会議において、「元延岡市長 故櫻井哲雄様に対する敬弔決議」を決
定し、ご遺族に弔詞を贈呈しました。
哀悼の意を表し、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

～櫻井哲雄元市長の在任期間～ 平成６年２月６日から平成18年２月５日まで

令和４年１月臨時議会

令和４年２月臨時議会

令和４年４月臨時議会

令和３年度延岡市一般会計補正予算
（１月補正２次分） 原案可決

専決処分の承認（令和３年度延岡市一般
会計補正予算（１月補正１次分）） 承　　認

専決処分の報告（車両損傷事故に伴う和解及び損害賠償
の額の決定）

令和３年度延岡市一般会計補正予算 原案可決

延岡市企業版ふるさと創生応援基金条例
の制定 原案可決

専決処分の承認（延岡市税条例の一部を
改正する条例の制定） 承　　認

令和４年度延岡市一般会計補正予算 原案可決
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市政を問う！議員14名が一般質問（関連質問含む）　　　　 （３月８日）

新
た
な
半
導
体
工
場
誘
致

【
問
】国
は
、国
内
生
産
体
制

へ
の
投
資
を
始
め
た
。
本
市

で
は
、半
導
体
工
場
が
焼
失

し
た
が
、新
た
な
半
導
体
工

場
の
誘
致
は
。

【
答
】こ
れ
ま
で
本
市
が
そ
の

大
事
な
生
産
を
担
っ
て
き
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
旭
化
成
の

社
長
に
も
何
度
も
要
請
し
て

い
る
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想

【
問
】空
飛
ぶ
ク
ル
マ
構
想
は
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
が
、ど
の
よ

う
に
具
体
化
す
る
の
か
。

【
答
】本
市
の
救
急
対
応
力
、

防
災
対
応
力
、
産
業
力
強
化

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、再

提
案
を
行
い
、
正
式
に
政
府

に
提
案
し
た
い
。

高
齢
者
へ
の
移
動
支
援

【
問
】デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー

が
全
国
各
地
で
導
入
さ
れ
て

い
る
が
、全
市
的
展
開
の
可

能
性
は
。

【
答
】デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー

で
移
動
の
自
由
度
が
増
し
、

脱
マ
イ
カ
ー
社
会
を
推
進
で

き
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

【
問
】宮
崎
県
、延
岡
保
健
所
、

県
立
病
院
、九
州
保
健
福
祉

大
学
、
延
岡
共
立
病
院
、
延

岡
市
医
師
会
等
の
連
携
に
よ

り
、「
延
岡
方
式
」と
呼
ば
れ

る
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い

る
。本
市
と
し
て
の
関
与
は
。

【答
】県
内
市
町
村
で
唯
一
、Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
整
備
し
、

医
師
会
と
連
携
体
制
を
確
立

し
た
こ
と
で
、
役
割
分
担
が

で
き
た
。

延
岡
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
の

若
者
へ
の
付
与

【
問
】住
民
登
録
の
あ
る
一
定

の
世
代
に
毎
月
１
万
ポ
イ
ン

ト
、
結
婚
・
出
産
時
に
10
万

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
れ
ば
、

定
住
が
進
む
の
で
は
。

【
答
】こ
の
職
員
提
案
の
取
り

組
み
は
、
相
当
の
事
務
費
を

要
し
難
し
い
が
、有
効
な
ツ
ー

ル
で
あ
る
。

非
核
三
原
則
及
び

平
和
憲
法

【
問
】現
在
の
国
際
情
勢
か
ら
、

改
め
て
認
識
を
伺
い
た
い
。

【
答
】平
和
憲
法
を
持
ち
、非

核
三
原
則
を
堅
持
す
る
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、
強

く
国
際
世
論
に
訴
え
る
必
要

が
あ
る
。
核
兵
器
廃
絶
や
世

界
恒
久
平
和
実
現
に
、
他
都

市
と
連
携
し
、努
力
す
る
。

思
い
切
っ
た
産
業
・
雇
用

施
策

【
問
】一
期
目
と
の
相
違
点
や

デ
ジ
タ
ル
団
地
の
整
備
は
。

【
答
】ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
選

ば
れ
、
１
年
間
に
４
社
の
Ｉ

Ｔ
企
業
が
本
市
に
進
出
し
、

問
い
合
わ
せ
等
も
あ
る
。
低

コ
ス
ト
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
整

備
で
き
る
コ
ン
テ
ナ
型
の
オ

フ
ィ
ス
を
市
内
中
心
部
の
市

有
地
に
整
備
し
た
い
。

親
な
き
後
の
支
援

【
問
】ト
ー
タ
ル
支
援
拠
点
整

備
と
は
。

【
答
】
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し
、
総
合
的
・

専
門
的
な
相
談
対
応
や
専
門

人
材
を
確
保
・
養
成
し
、一
人

暮
ら
し
体
験
や
就
労
支
援
等

の
施
設
、環
境
整
備
を
行
い
、

障
が
い
の
あ
る
方
や
家
族
が

安
心
し
て
地
域
で
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
。

ケ
ア
ラ
ー
支
援

【
問
】支
援
強
化
の
た
め
、条

例
制
定
や
推
進
計
画
の
策
定

は
。

【
答
】ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
を
把

握
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を

強
化
し
、
条
例
制
定
等
を
検

討
す
る
。

金
融
教
育

【
問
】高
校
で
は
、必
修
化
さ

れ
る
が
、小・中
学
校
で
の
必

要
性
は
。

【
答
】消
費
者
教
育
で
基
礎
的

な
能
力
を
育
成
し
て
い
る
。

家
庭
や
地
域
と
一
体
的
に
消

費
者
教
育
を
実
践
し
て
、
自

立
し
た
消
費
者
の
育
成
を
図

る
。

シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ホ
教
室

【
問
】現
在
は
、受
講
し
た
い

人
が
会
場
に
出
向
く
か
た
ち

だ
が
、受
講
者
の
も
と
に
来

て
く
れ
る
出
前
講
座
に
で
き

な
い
か
。

【
答
】コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

等
の
よ
り
身
近
な
会
場
で
の

開
催
を
前
向
き
に
検
討
す

る
。

市
営
住
宅
の
環
境
整
備

【
問
】台
所
に
湯
沸
か
し
器
が

な
い
住
宅
へ
の
対
処
は
。

【
答
】す
で
に
自
費
で
設
置
し

て
い
る
人
と
不
公
平
感
が
生

じ
な
い
よ
う
、
ま
ず
は
実
態

把
握
と
入
居
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
く
。

市
営
住
宅
契
約

【
問
】入
居
者
の
連
帯
保
証
人

に
代
わ
る
保
証
会
社
導
入
に

向
け
て
の
経
過
と
状
況
は
。

【
答
】先
進
自
治
体
や
家
賃
債

務
保
証
業
者
な
ど
へ
の
聞
き

取
り
を
踏
ま
え
、保
証
会
社

の
保
障
内
容
が
入
居
者
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
関
係
機

関
と
の
協
議
が
整
い
次
第
、

令
和
４
年
度
中
の
導
入
に
向

け
て
取
り
組
む
。

市
営
住
宅
の
駐
車
場
管
理

【
問
】各
々
の
市
営
住
宅
で
駐

車
場
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
は
違
っ
て
当
然
だ
が
、

駐
車
場
の
区
画
の
増
減
に
つ

い
て
の
管
理
・
維
持
を
管
理

組
合
に
ゆ
だ
ね
て
は
ど
う
か
。

【
答
】区
画
の
増
減
を
管
理
組

合
に
委
託
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
、
駐
車
場
を
他
の
用

途
に
使
用
す
る
可
能
性
も
あ

る
が
、
駐
車
場
拡
大
の
希
望

が
あ
り
、住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
、

相
談
に
乗
っ
て
ゆ
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

伊
達
地
区
急
傾
斜
地
対
策

工
事

関連
質問

関連
質問

関連
質問

北
林
幹
雄 

議
員

松
本
哲
也 

議
員

比
江
島
久
美
子 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

立
憲
民
主
党
市
議
団

公
明
党
市
議
団

柴　

浩
信 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

長
友
幸
子 

議
員

立
憲
民
主
党
市
議
団

小
野
正
二 

議
員

公
明
党
市
議
団

注
１

注
２
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乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

【
問
】南
部
地
域
の
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
の
本
格
運
行
に
向

け
て
の
予
定
は
。

【
答
】利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

等
と
国
土
交
通
省
の
手
続
き

を
考
慮
し
、
今
年
の
８
月
か

ら
の
運
行
を
予
定
し
て
い
る
。

な
お
８
月
ま
で
は
、
現
在
の

運
行
を
継
続
す
る
。

津
波
避
難
場
所
の
装
備
等

の
充
実

【
問
】津
波
避
難
施
設
の
ト
イ

レ
等
の
防
災
装
備
の
充
実

は
。

【
答
】今
後
、
目
隠
し
ブ
ー
ス

や
仮
設
ト
イ
レ
の
整
備
を
検

討
す
る
。

職
員
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
へ
の

対
応

【
問
】市
職
員
の
市
政
に
関
す

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
へ
の
対
応

は
。

【
答
】職
員
と
し
て
、
相
応
し

く
な
い
発
信
が
確
認
さ
れ
た

場
合
、厳
正
に
対
処
す
る
。

職
員
の
使
命
感
の
醸
成

【
問
】令
和
４
年
度
施
政
方
針

で
多
く
の
事
業
と
組
織
改
編

が
示
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
の

成
功
の
た
め
に
は
、職
員
の

更
な
る
使
命
感
が
重
要
に
な

る
が
、そ
の
醸
成
の
要
領
は
。

【
答
】市
の
長
期
総
合
計
画
の

「
使
命
感
を
持
っ
て
、
市
民

に
向
き
合
う
市
役
所
」の
記

述
に
基
づ
き
、
職
員
の
意
識

改
革
を
職
員
研
修
や
人
事
評

価
制
度
を
活
用
し
て
進
め
、

更
な
る
使
命
感
の
醸
成
を
図

る
。

ご
み
ふ
れ
あ
い
収
集
の
拡
大

【
問
】高
齢
者
が
収
集
場
所
に

行
く
際
、道
路
を
横
切
る
危

険
な
地
域
が
あ
る
。
ま
た
、

足
腰
の
老
化
に
よ
り
、ご
み

出
し
に
苦
労
し
て
い
る
。
ふ

れ
あ
い
収
集
の
検
討
は
。

【
答
】高
齢
者
の
ご
み
出
し
の

課
題
は
、
非
常
に
重
要
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、拡
大
の

方
向
で
検
討
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

【
問
】若
い
世
代
を
中
心
に
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
安
全
に

楽
し
め
る
施
設
を
求
め
る
声

が
大
き
い
。
ど
の
よ
う
に
応

え
る
の
か
。

【
答
】今
後
、検
討
会
を
設
け

て
、
整
備
に
向
け
て
検
討
す

る
。
市
有
地
を
含
め
、
当
面

の
練
習
場
所
の
可
能
性
に
つ

い
て
も
相
談
に
応
じ
た
い
。

地
域
共
生
社
会
の
構
築

【
問
】引
き
こ
も
り
の
現
状
は
。

【
答
】実
態
調
査
で
、１
０
９

人
の
引
き
こ
も
り
の
報
告
が

あ
っ
た
。
本
人
や
家
族
に
相

談
を
呼
び
掛
け
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
専
門
機
関
と

の
連
携
を
な
ん
で
も
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
で
構
築
す
る
。

市
長
選
挙

【
問
】期
日
前
投
票
所
の
投
票

用
紙
に
つ
い
て
、現
在
、候
補

者
の
氏
名
を
記
載
し
て
い
る

が
、こ
れ
を
投
票
日
当
日
の

よ
う
に
、記
号
式
に
で
き
な

い
か
。

【
答
】公
職
選
挙
法
の
規
定
に

よ
り
、
記
号
式
へ
の
変
更
は

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
税
収
入

増
加
の
要
因

【
問
】地
域
経
済
が
冷
え
込
ん

で
い
る
な
か
、市
民
税
増
加

の
要
因
は
。

【
答
】令
和
3
年
度
の
当
初
予 

算
に
対
し
て
、
８
億
５
０ 

８
５
万
円
、
約
16
％
増
と
し

て
い
る
が
、こ
れ
は
、個
人
所

得
や
企
業
実
勢
が
想
定
よ
り

落
ち
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
日
本
一
を

目
指
し
た
取
り
組
み

【
問
】具
体
的
な
取
り
組
み

は
。

【
答
】ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ

と
合
わ
せ
て
、空
飛
ぶ
ク
ル
マ

実
証
事
業
な
ど
の
政
策
を
発

信
し
、
本
市
の
魅
力
を
全
国

に
伝
え
た
い
。

上
杉
泰
洋 

議
員

松
田
勝
則 

議
員

の
べ
お
か
市
民
派
ク
ラ
ブ

友
愛
ク
ラ
ブ

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
新
技
術
を

活
用
し
つ
つ
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト（
計
画
、
整
備
、

管
理
、運
営
等
）の
高
度

化
に
よ
り
、
都
市
や
地

域
の
抱
え
る
課
題
解
決

を
行
い
、
新
た
な
価
値

を
創
造
し
続
け
る
持
続

可
能
な
都
市
や
地
域

デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー

バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
両
方

の
よ
い
と
こ
ろ
を
兼
ね
合

わ
せ
た
自
治
体
が
運
営
す

る
公
共
交
通
機
関
。
利
用

者
の
事
前
予
約
に
応
じ
る

形
で
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
立
て
、そ
れ
に
合
わ
せ

て
運
行
す
る
。

相
対
契
約

会
社
間
で
１
対
１
で
取
り

決
め
た
料
金
で
の
契
約
の

こ
と
。

用
語
解
説

（３月９日）

故 髙
たかはし

橋　勝
まさる

 氏を悼む 故 佐
さ と う

藤　大
ふ と し

志 氏を悼む

元市議会議員の髙橋　勝氏が、去る２月19日、88
歳でご逝去されました。髙橋氏は、昭和54年に市議
会議員に初当選され、議選監査委員などを歴任され
た後、平成７年から２年間、議長を務められました。
哀悼の意を表し、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

元市議会議員の佐藤大志氏が、去る２月８日、75
歳でご逝去されました。佐藤氏は、平成18年に市
議会議員に初当選され、平成27年まで、延岡市
議会議員を務められました。
哀悼の意を表し、謹んでご冥福をお祈り申し上げ
ます。

注
１

注
２

注
３
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土
々
呂
地
ど
れ
水
産
物
活
用

【
問
】直
接
食
べ
さ
せ
る
取
り

組
み
を
地
元
漁
業
者
と
水
産

加
工
業
者
と
取
り
組
み
た
い

と
の
こ
と
だ
が
、延
岡
市
漁

協
で
は
、セ
リ
が
行
わ
れ
て

い
な
い
。
安
定
供
給
の
取
り

組
み
は
。

【
答
】セ
リ
に
つ
い
て
は
、延
岡

市
漁
協
が
経
営
改
善
の
た
め

に
廃
止
を
検
討
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
漁
協
以
外
の

組
織
設
立
を
含
め
、
協
議
し

て
い
く
。

県
道
遠
見
半
島
線
整
備

【
問
】つ
な
が
っ
て
い
る
門
川

町
と
道
路
整
備
期
成
同
盟
会

な
ど
を
立
ち
上
げ
て
、と
も

に
国・
県
に
対
し
要
望
活
動

し
て
は
。

【
答
】問
題
解
決
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
選
択
肢
が
あ
る
の

か
調
べ
た
上
で
、
今
後
の
対

応
を
考
え
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

新
延
岡
合
衆
国
づ
く
り
へ
の

所
見

新
電
力
会
社
へ
の

容
量
拠
出
金
の
影
響

【
問
】容
量
拠
出
金
の
影
響
を

相
殺・
低
減
さ
せ
る
た
め
の

相
対
契
約
の
見
直
し
は
。

【
答
】２
０
２
４
年
度
以
降
、

発
電
と
小
売
り
の
事
業
者
間

で
協
議
の
上
、
相
対
契
約
の

取
引
価
格
か
ら
、
容
量
市
場

か
ら
の
収
入
額
を
差
し
引
く
。

た
だ
し
、相
対
契
約
価
格
は
、

数
カ
月
前
に
締
結
す
る
の
で
、

現
時
点
で
は
、
算
定
で
き
な

い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
問
】昨
年
10
月
よ
り
、健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
可
能
と

な
っ
て
い
る
が
、現
状
は
。

【答
】医
療
機
関
、薬
局
で
、20 

％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
利
用
す

る
た
め
の
初
回
登
録
の
支
援

や
利
用
で
き
る
医
療
機
関
・

薬
局
の
案
内
を
国
民
健
康
保

険
課
の
窓
口
で
行
っ
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

の
べ
お
か
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ

免
許
証
自
主
返
納
の
支
援

【
問
】以
前
に
運
転
免
許
返

納
時
の
支
援
拡
充
を
提
案
し

た
。
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
を

１
年
間
半
額
に
す
る
制
度
は

で
き
た
が
、更
に
補
助
で
き

な
い
か
。

【
答
】今
年
１
月
か
ら
免
許
証

を
返
納
さ
れ
た
65
歳
以
上
の

方
に
の
べ
お
か
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
ポ

イ
ン
ト
の
付
与
を
始
め
た

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

【
問
】積
極
的
な
個
別
勧
奨
を

控
え
て
い
た
際
に
対
象
で
あ
っ

た
平
成
９
年
度
か
ら
17
年
度

生
ま
れ
の
女
子
を
対
象
に
、

救
済
の
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
を
行
う
よ
う
だ
が
、

そ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

【
答
】国
に
お
い
て
、
具
体
的

な
内
容
が
決
定
次
第
、
速
や

か
に
対
象
者
に
接
種
勧
奨
を

行
う
。

　
〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策

飲
料
水
対
策

【
問
】飲
料
水
供
給
施
設
の
未

整
備
地
区
の
関
係
者
の
声
を

聞
き
、今
後
は
課
題
等
の
さ

ら
に
踏
み
込
ん
だ
実
態
調
査

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

【
答
】
戸
別
の
取
水
状
況
や 

問
題
点
の
全
て
を
把
握
し
て

い
な
い
の
で
、そ
の
あ
た
り
を

し
っ
か
り
確
認
し
て
、
把
握

に
努
め
た
い
。

有
害
鳥
獣
害
対
策

【
問
】捕
獲
駆
除
が
難
し
い
サ

ル
に
対
す
る
今
後
の
取
り
組

み
は
。

【
答
】現
在
、
大
型
の
囲
い
わ

な
の
設
置
や
追
い
払
い
活
動

に
取
り
組
み
、
今
後
も
有
害

鳥
獣
捕
獲
班
員
や
地
元
の
猟

友
会
と
連
携
し
、
群
れ
単
位

で
の
捕
獲
に
努
め
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用

延
岡
新
合
衆
国
づ
く
り

【
問
】こ
れ
ま
で
の
合
衆
国
づ

く
り
と
の
違
い
は
。

【
答
】総
合
支
所
が
置
か
れ
て

い
な
い
旧
延
岡
市
内
の
地
域

で
、
他
の
財
源
を
活
用
し
、

地
域
の
特
色
を
活
か
す
と
と

も
に
、
個
別
具
体
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
本
庁
の
各
所
管

課
を
担
当
と
し
て
推
進
す
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

【
問
】本
年
度
は
、コ
ス
モ
ス

薬
品
な
ど
４
社
か
ら
８
９ 

２
５
万
円
の
寄
付
を
受
け
、

一
気
に
増
加
し
た
が
そ
の
要

因
は
。

【
答
】制
度
の
認
知
度
の
向
上

に
加
え
、
本
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
企
業
等
へ
の
制
度
説
明

や
企
業
の
情
報
の
早
期
入

手
、ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
等
に
よ

り
、
本
市
の
政
策
が
評
価
を

得
た
こ
と
に
よ
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

三
北
の
遊
具
付
公
園
整
備

親
な
き
後
の
支
援

【
問
】非
正
規
社
員
な
ど
の
相

対
的
貧
困
層
や
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
の
い
る
家
庭
、障
が
い

の
あ
る
人
を
持
つ
家
庭
へ
の

支
援
は
。

【
答
】障
が
い
者
や
生
活
困
窮

者
へ
の
自
立
支
援
や
貧
困
対

策
は
、な
ん
で
も
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
で
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
強
化
を
図
っ

て
い
く
。

路
線
バ
ス

【
問
】路
線
変
更
の
新
ダ
イ
ヤ

が
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
と
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
起
こ
し
て
い

る
。
宮
崎
交
通
と
の
協
議
の

中
で
、ニ
ー
ズ
を
伝
え
て
い

る
の
か
。

【
答
】地
域
公
共
交
通
会
議
で

協
議
を
行
い
、
承
認
を
得
て

廃
止
の
手
続
き
を
行
っ
て
い

る
が
、改
め
て
、ダ
イ
ヤ
見
直

し
の
協
議
を
進
め
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

直
営
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

稲
田
雅
之 

議
員

田
村
吉
宏 

議
員

三
上　

毅 

議
員

甲
斐
忠
篤 

議
員

河
野
治
満 

議
員

峯
田
克
明 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

友
愛
ク
ラ
ブ

公
明
党
市
議
団

自
民
党
き
ず
な
の
会

の
べ
お
か
市
民
派
ク
ラ
ブ

無
所
属

（３月10日）

注
３
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満
開
の
桜
の
花
の

彩
り
で
、
穏
や
か
な
春

の
日
々
を
満
喫
す
る

と
、
あ
っ
と
い
う
間
に

山
々
は
若
葉
の
季
節
を

迎
え
、
も
こ
も
こ
と
し

た
優
し
い
色
合
い
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

淡
々
と
繰
り
返
さ
れ
る

自
然
の
営
み
が
、
私
た

ち
の
心
を
癒
し
、
元
気

付
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

議
会
に
お
い
て
も
、
令

和
４
年
度
予
算
審
査
を

終
え
、
新
年
度
を
迎
え

ま
し
た
。
今
後
も
市
政

の
発
展
の
た
め
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
終
わ
り
の
見

え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
一

日
も
早
い
終
息
と
、
ロ

シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
な
ど
の
愚
か
な
戦

争
が
な
く
な
り
、
世
界

中
の
人
々
が
笑
顔
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

編
集

  

後
記

１月25日に延岡市区長連絡協議会（会長：吉田敏春
氏）と延岡市議会との懇談会を開催しました。
当日は、「南延岡駅バリアフリー化促進」、「南方東コ
ミュニティセンターの駐車場改修」、「宮野浦地区東緑
地公園横の消波ブロック設置」、「鶴ケ丘団地入り口右
折レーンの設置」など各地区からの要望等を伺い、それ
ぞれを所管する各常任委員会の委員長から、現状等を
説明する形で意見交換を行いました。

延岡市区長連絡協議会との懇談会

延岡市議会は、３月８日、
ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議を全会一致で、決定しました。

決議第３号

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議

本年２月24日、ロシアはウクライナへの軍事侵攻を開始した。
その後もロシアは攻撃の手を緩めず、核兵器の使用についても言及するなど、

深刻な状況が続いている。
これは、国連憲章に違反する行為であり、国際社会の平和と秩序を脅かす暴挙

であって、断じて容認できない。
よって、延岡市議会は、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻、主権侵害に対し

強く抗議するとともに、世界の恒久平和の実現に向け、ロシア軍を即時撤退させる
よう、国際法に基づく厳粛な対応を強く求める。

また、政府においては、邦人の確実な保護や我が国への影響に対し万全を尽く
されるよう強く要請する。

以上、決議する。
令和４年３月８日

延 岡 市 議 会


